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岩牡蠣パプリカソースと
岩牡蠣のフリット

ヤマガタサンダンデロ（YAMAGA
TA San-Dan-Delo）はその名の通
り、山形県産の食材を使った料理
を提供してくれるレストラン。JR
有楽町駅より徒歩５分、山形県ア
ンテナショップ「おいしい山形プ
ラザ」２階に店舗を構えています。
機会があればぜひ、足を運んでみ
てください。

HPはこちら →
http://www.alchecciano.com/ 

　
8
月
5
日
㈯
、
東
京
銀
座
の

ヤ
マ
ガ
タ
サ
ン
ダ
ン
デ
ロ
で
、

U
タ
ー
ン
促
進
事
業
「
遊
佐
町

の
牡
蠣
を
味
わ
う
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
若
者
た
ち
が
遊

佐
町
に
触
れ
な
が
ら
、
交
流
を

深
め
た
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
遊
人
会
×
遊
佐
町
の
企
画
「
遊
佐

町
の
牡
蠣
を
味
わ
う
会
」
を
8
月
5

日
㈯
に
東
京
銀
座
の
ヤ
マ
ガ
タ
サ
ン

ダ
ン
デ
ロ
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
に
続
き
2
回
目
の
開
催
で

す
が
、
7
月
の
豪
雨
の
影
響
に
よ
り
、

残
念
な
が
ら
遊
佐
町
産
の
岩
牡
蠣
を

準
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
お
店
の
ご
協
力
に
よ

り
庄
内
産
の
岩
牡
蠣
を
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
、
参
加
者
は
新
鮮
な
遊
佐

産
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
イ
タ
リ

ア
ン
料
理
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
20
代
～
30
代
の
遊
佐
出
身

者
9
人
と
、
そ
の
ご
家
族
や
ご
友
人
、

移
住
希
望
者
を
含
む
遊
佐
出
身
者
以

外
の
21
人
の
計
30
人
が
集
ま
り
、
お

い
し
い
食
事
と
、
遊
佐
町
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
チ
ー
ム
対
抗
ク
イ

ズ
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

首
都
圏
在
住
の
30
人
の
若
者
が
参
加
！！

Uターン
促進事業遊

佐
町
の
牡
蠣
を

�

味
わ
う
会

「
遊
佐
町
の
牡
蠣
を
味
わ
う
会
」

遊人会　齋藤代表のあいさつ 土田シェフによる遊佐産メニューの説明

なごやかな雰囲気でスタート

銀座のヤマガタサンダンデロで開催

「
遊
佐
町
の
牡
蠣
を
味
わ
う
会
」
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　「
遊
佐
町
の
牡
蠣
を
味
わ
う
会
」

終
了
後
に
参
加
グ
ル
ー
プ
の
代
表

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

11
組
中
8
組
か
ら
ご
回
答
い
た
だ

き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
は
「
ま

た
参
加
し
た
い
」
と
回
答
が
あ
り
、

都
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を

も
っ
と
知
り
た
い
と
い
う
感
想
な

ど
、
嬉
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
下
記
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
秋
に
は
「
い
く
ら
」
や
「
新
米
」、

「
芋
煮
」
な
ど
を
味
わ
う
イ
ベ
ン

ト
を
計
画
中
で
す
。
今
後
も
地
元

の
自
慢
の
食
材
を
、
首
都
圏
に
住

む
若
者
に
食
べ
て
も
ら
い
遊
佐
を

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、

ま
た
出
身
者
に
は
遊
佐
の
良
い
所

を
再
発
見
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
広
報

や
遊
佐
町
I
J
U
タ
ー
ン
促
進
協

議
会
、
遊
人
会
の
H
P
を
利
用
し

て
、
情
報
発
信
も
ど
ん
ど
ん
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、
関
東

に
住
ん
で
い
る
ご
家
族
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ま
で
の
U
タ

ー
ン
促
進
事
業
活
動
や
各
H
P
は
、

下
記
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
と

�

さ
ら
な
る
取
り
組
み

◆年代
20代 4
30代 4

◆性別
女性 5
男性 3

◆出身
遊佐町 3
遊佐町以外 5

◆次も参加したい理由
・遊佐町のさまざまな取り組みを知りたいから。

・遊佐出身者とのつながりを感じられるイベントだから。

・お料理やお酒だけでなく、イベントの雰囲気が
良かったから。

・遊佐に興味があるから。

・牡蠣を食べる会が楽しかったから。

・普段ではなかなか知ることが無いおいしい料理
を味わえ、また今回のイベント自体和気あいあ
いとして楽しかったので。

・とても楽しかった。イベント自体も盛り上がっ
て良かった。

・岩牡蠣に限らず、またやってほしい。

◆その他、運営、スケジュール、クイズ、スタッフなどに
ついて

・とても良かった。スケジュールも良かった。

・県外からの参加者が打ち解けるまで少し時間がかか
るのと、割り当てられたテーブルの人としか交流が
できないので、自己紹介がてら参加動機などをイン
タビューするのも面白いと思った。

・スタッフの皆さんがフレンドリーで良かった。

・出身以外の者としては、最初は非常に肩身が狭かっ
たですが、楽しく過ごすことができた。

・クイズを通してへぇ〜と思うこともあり、町のこと
を少しマジメに触れられたことが意外と楽しかった。

・遊佐町クイズはとても良い。

アンケート結果（抜粋）

これまでのUターン促進事業
事業名 開催日 会場 参加人数

遊佐町の牡蠣を味わう会 平成28年7月2日㈯ 東京銀座　ヤマガタサンザンデロ 39人
遊佐町のいくら丼と
� 庄内風芋煮を味わう会 平成28年11月26日㈯ 東京丸の内丸ビル6F

YamagataバールDaedoko（ダエドコ） 25人

遊佐町の牡蠣を味わう会2017 平成29年8月5日㈯ 東京銀座　ヤマガタサンザンデロ 30人

http://www.yuza-iju.com/ 

遊佐町IJUターン
促進協議会 遊佐町民同窓会「遊人会」

https://ja-jp.facebook.com/yuujinkai/ 

開催報告や
今後のイベント
情報はこちら

◆今後、遊佐町についてもっと知りたい情報はありますか？（複数選択可）
都内で開催されるイベント 7
特産品 4
観光ツアー企画 3
移住者へのサポートや施策 3
仕事、就職関連 4
その他 1

◆今後、また遊佐町のイベントに参加したいと思いますか。
参加したい 8
参加したくない 0
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友達としっかり手をつないで歩きます

ラジオ「ドンキーのいいのぉ〜庄内」で実況中継も行われました西浜キャンプ場ではみそ汁のサービスも

　９月２日～３日にかけて、第25回奥の細道鳥海
ツーデーマーチが開催されました。全国各地から、
のべ3,139人と例年にも増して多くのウォーカー
が参加し、海・山・川といった大自然のロケーシ
ョンを満喫しながら遊佐町を歩きました。

奥の細道鳥海ツーデーマーチ第25回

１日目
緑と庄内砂丘、
� 日本海コース

本部からは応援のエールも送られました

2017. 10. 1 広報ゆざ ● 4



金色の稲穂の中を歩みます

米〜ちゃんやディーオに見送られながらいざ出発 ゴールまであと少し。まだまだ余裕？

鳥海山に見守られながら月光川沿いを満喫胴腹の滝の水で一休み

2日目
水と鳥海山麗、
� 自然コース

第25回奥の細道鳥海ツーデーマーチ参加者数
１日目／緑と庄内砂丘、日本海コース

40㎞ 20㎞ 10㎞ ５㎞ ふれあい
１㎞ 計

208 378 804 581 71 2,042
２日目／水と鳥海山麗、自然コース
30㎞ 20㎞ 10㎞ 5㎞ ／ 計
187 295 480 135 ／ 1,097

たくさんの参加ありがとう！

第
25
回
奥
の
細
道
鳥
海
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
特
別
企
画

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

俳
句
イ
ン
グ

　

９
月
２
日
～
３
日
開
催
の
鳥
海
ツ
ー
デ
ー
マ
ー

チ
に
ち
な
み
、
芭
蕉
の
句
碑
や
遊
佐
町
の
自
然
や

文
化
に
触
れ
て
歩
き
な
が
ら
、「
そ
こ
で
一
句
」

の
投
句
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
全
国
か
ら
60
点
の
投
句
が
あ
り
ま

し
た
。
う
ち
優
秀
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で

紹
介
し
ま
す
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
に
は
、
記
念
品
を
贈
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
す
ば
ら
し
い
投
句
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
問
／
奥
の
細
道 

鳥
海
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
事
務
局 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

特
選
１

◦
稲
穂
道　

芭
蕉
に
引
か
れ　

五
里
完
歩

采
澤　

京
子
（
埼
玉
県
川
越
市
）　

特
選
２

◦
秋
風
や　

ウ
ォ
ー
ク
の
疲
れ　

温ゆ
泉
にい
や
す

山
根　

孝
雄
（
愛
知
県
春
日
井
市
）

特
選
３

◦
照て
る
ぼ
う
ず

坊
主
の　

お
か
げ
で
鳥
海　

晴
天
だ

関
根
か
つ
子
（
東
京
都
葛
飾
区
）

特
選
４

◦
汗
ば
み
て　

甘
露
の
ご
と
し　

滝
の
水

鈴
木　
　

亨
（
東
京
都
杉
並
区
）

特
選
５

◦
お
互
いの　

田
舎
を
語
る　

秋
の
道

齋
藤　

眞
澄
（
秋
田
県
に
か
ほ
市
）

◦
鳥
の
声　

追
い
か
け
な
が
ら　

歩
い
て
行
こ
う

は
し
も
と　

め
い
（
高
瀬
小
学
校
１
年
）

◦
帯
し
め
て　

背
す
じ
伸
ば
し
て　

ゆ
ざ
乙
女

田
中　

誠
子
（
山
形
県
新
庄
市
）

優
秀
賞

特
別
賞

〈
敬
称
略
〉
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区　　分 28年度
決算額

27年度決算額
との比較

地 方 交 付 税 34億　 841万 ▲6,498万

町 税 12億5,626万 3,623万

国 ・ 県 支 出 金 17億1,773万 ▲9,494万

町債（借入金） 9億9,250万 7,640万

繰 越 金 3億8,292万 ▲743万

地 方 譲 与 税 等 3億2,862万 ▲4,411万

繰 入 金 3億　 200万 1億3,966万

雑 収 入 2億6,362万 2,117万

保育料・使用料 4,984万 ▲3,736万

そ の 他 収 入 2億4,091万 1億3,635万

合 　 計 89億4,281万 1億6,099万

前年度決算との比較増減

地方交付税
34億841万円
（38.1%）

国・県支出金
17億1,773万円

（19.2%）

町税
12億5,626万円

（14.0%）

   町債（借入金）
9億9,250万円

（11.1%）

繰越金
3億8,292万円
（4.3%）

歳入

地方譲与税等
3億2,862万円
（3.7%）

雑収入
2億6,362万円（2.9%） 保育料・使用料

4,984万円（0.6%）

その他収入・繰入金
5億4,291万円（6.1%）

　平成28年度の各会計決算が、9月定例議会
で承認されました。
　遊佐町を支えているのは、皆さんからお預
かりした「税金」を始めとする歳入予算です。
　前年度町にどれくらいのお金が入り、そし
てどれくらい使ったのかをご報告します。
●問／総務課財政係　☎72-5880 決 算

平成28年度

歳 入
89億4,281万円

歳
入
は
昨
年
度
よ
り
増
加

　

歳
入
は
、
町
に
ど
こ
か
ら
、
い
く
ら
お

金
が
入
っ
た
か
を
表
す
も
の
で
す
。
平
成

28
年
度
決
算
額
は
前
年
度
比
1
億
６
︐
０

９
９
万
円
増
の
89
億
4
︐
2
8
1
万
円
で

し
た
。

　

最
も
多
い
の
は
地
方
交
付
税
の
34
億
８

４
１
万
円
で
、
全
体
の
約
38
・
1
％
、
国
･

県
か
ら
の
支
出
金
が
17
億
1
︐
7
7
3
万

円
で
全
体
の
約
19
・
2
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
債
が
9
億
9
︐
2
5
0
万

円
（
前
年
比
+
8
・
3
％
）
と
増
額
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
投
資
的
経
費
が
増

加
し
た
た
め
で
す
。
町
税
は
、
町
民
税
・

固
定
資
産
税
の
増
収
な
ど
に
よ
り
12
億

５
︐
6
2
6
万
円
（
前
年
比
+
3
・
0

％
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
町
が
ど
ん
な
こ
と
に
お
金
を

使
っ
た
か
を
表
す
も
の
で
、前
年
度
比
２
︐

４
９
０
万
円
増
の
84
億
2
︐
3
8
0
万
円

で
し
た
。

　

投
資
的
経
費
は
、
15
億
4
︐
9
6
9
万

円
で
、
2
億
8
6
0
万
円
（
前
年
比

+
15
・
６
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
行

政
的
経
費
で
は
、
人
件
費
が
12
億
52
万
円

（
前
年
比
▲
3
・
1
％
）
、
公
債
費
が
8

億
１
︐
１
３
７
万
円
（
前
年
比
▲
5
・
6

％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
積
立

金
は
2
億
5
4
1
万
円
（
前
年
比
▲
44
・

7
％
）
と
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

投
資
的
経
費
は
15
％
の
増

決 算
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区　　分 28年度
決算額

27年度決算額
との比較

投 資 的 経 費 15億4,969万 2億　860万

人 件 費　　　　12億　　52万 ▲3,872万

公 債 費 8億1,137万 ▲4,822万

繰 出 金 11億2,181万 186万

物 件 費 9億6,258万 8,697万

補 助 費 等 13億6,600万 ▲1億2,293万

扶 助 費 9億1,704万 7,909万

積 立 金 2億　541万 ▲1億6,617万

維持補修費 9,184万 853万

出資貸付金 1億9,754万 1,589万

合 　 計 84億2,380万 2,490万

区　　分 歳　　入 歳　　出 差 引 額

一 般 会 計 89億4,281万円 84億2,380万円 5億1,901万円

国 民 健 康 保 険 21億3,454万円 18億8,367万円 2億5,087万円

簡 易 水 道 事 業 3億1,623万円 2億6,089万円 5,534万円

公 共 下 水 道 事 業 7億4,025万円 7億3,262万円 763万円

地域集落排水事業　 9,773万円 8,980万円 793万円

介 護 保 険 19億   578万円 18億3,778万円 6,800万円

後 期 高 齢 者 医 療 1億7,036万円 1億6,689万円 347万円

上水道収益的収支 3億2,600万円 2億6,761万円 5,839万円

前年度決算との比較増減

平成28年度
各会計の
決算状況

投資的経費
15億4,969万円

（18.4%）

人件費
12億52万円
（14.3%）

公債費
8億1,137万円

（9.7%）

繰出金
11億2,181万円

（13.3%）

物件費
9億6,258万円

（11.4%）

 補助費等
13億6,600万円

（16.2%）

扶助費
9億1,704万円
（10.9%）

歳出

積立金
2億541万円（2.4%）

維持補修費
9,184万円（1.1%）

出資貸付金
1億9,754万円（2.3%）

行
政
経
費

歳 出
84億2,380万円

＊
一
般
会
計
／
町
で
一
番
大
き
な
お

財
布
の
こ
と
で
、
こ
の
お
金
を
や
り

く
り
し
て
い
ろ
ん
な
事
業
を
行
っ
て

い
る
よ
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
や

公
共
下
水
道
事
業
な
ど
利
用
者
が

限
定
さ
れ
る
事
業
は
、「
特
別
会
計
」

と
い
う
別
の
お
財
布
を
使
っ
て
い
る

よ
。

＊
町
債
・
公
債
費
／
町
債
は
、
町
が

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ
た
お

金
の
こ
と
。
国
の
交
付
金
制
度
な
ど

を
活
用
し
て
、
少
し
で
も
借
入
額
が

少
な
く
済
む
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る

よ
。
ま
た
、
歳
出
項
目
に
あ
る
公
債

費
は
、
借
金
の
返
済
額
を
表
し
て
い

る
よ
。

＊
投
資
的
経
費
・
行
政
的
経
費
／
投

資
的
経
費
は
、
道
路
や
学
校
、
公
共

施
設
の
建
設
や
用
地
取
得
な
ど
、
ハ

ー
ド
整
備
に
か
か
る
経
費
だ
よ
。
そ

れ
に
対
し
て
行
政
的
経
費
は
、
ソ
フ

ト
事
業
に
か
か
る
経
費
の
こ
と
を
指

し
て
い
る
ん
だ
。

米〜ちゃんの
財政はてな
 ワード
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町
民
一
人
あ
た
り
の
借
金
は
減
少

一
時
借
入
金
借
入
れ
実
績
は
な
し

借
金
の
少
な
い
ま
ち
へ

債
務
負
担
行
為
の
状
況

　

一
般
会
計
の
町
債
残
高
は
、
約
81
億
1

千
万
円
（
前
年
比
＋
2
億
5
千
万
円
）
で

す
。
こ
れ
に
利
子
分
を
含
め
た
29
年
度
以

降
の
償
還
金
総
額
は
、
約
84
億
8
千
万
円

で
す
。
償
還
元
利
金
に
は
、
将
来
の
国
か

ら
の
交
付
税
約
64
億
9
千
万
円
と
貸
付
金

返
還
金
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
差

し
引
く
と
町
民
の
実
質
負
担
額
は
約
18
億

6
千
万
円
（
前
年
比
＋
1
千
万
円
）
で
す
。

ま
た
、
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
全
体
の
町

債
残
高
は
約
1
5
3
億
1
千
万
円
（
前
年

比
▲
7
千
万
円
）
で
、
将
来
の
町
民
負
担

額
は
約
36
億
6
千
万
円
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
町
民
一
人
当
た
り
の
実

質
的
な
借
金
額
は
、
一
般
会
計
で
13
万
３

５
１
円
（
前
年
比
＋
3
︐
5
2
2
円
）
、

全
体
で
は
25
万
6
︐
6
9
2
円
（
前
年
比

▲
1
万
1
︐
9
4
5
円
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金

貸
付
利
子
補
給
、
農
林
水
産
関
係
利
子
補

給
等
の
補
助
金
、
子
育
て
世
帯
移
住
奨
励

金
、
町
有
施
設
管
理
業
務
委
託
料
が
あ
り

ま
す
。

　

今
年
度
以
降
の
一
般
会
計
に
お
け
る
支

払
予
定
額
は
、
2
億
8
︐
6
5
9
万
円
で

す
。

　

28
年
度
の
一
般
会
計
予
算
で
は
、
限
度

額
5
億
円
と
定
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
借

入
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
町
の

貯
金
で
あ
る
「
財
政
調
整
基
金
」
や
「
減

債
基
金
」
の
繰
替
運
用
に
よ
り
一
時
的
に

資
金
不
足
を
補
っ
て
い
ま
す
。

　

28
年
度
は
、
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
経

常
収
支
比
率
が
82
・
9
％
と
前
年
度
よ
り

6
・
8
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。
ま
た
、

率
が
高
い
ほ
ど
財
政
運
営
の
硬
直
性
の
高

ま
り
を
示
す
と
さ
れ
る
公
債
費
負
担
比
率

は
、
繰
上
償
還
の
実
施
に
よ
る
影
響
に
よ

り
15
・
5
％
で
、
0
・
6
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
て
い
ま
す
。
町
の
貯
金
、
基
金
の
総
額

は
27
億
4
︐6
8
4
万
円（
前
年
比
＋
９
︐

1
4
6
万
円
）
、
町
民
一
人
あ
た
り
で
は

19
万
2
︐
6
2
6
円
（
前
年
比
▲
2
︐

2
9
9
円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
経
常
経
費
の
削
減
と
適
切
な

町
債
管
理
な
ど
に
よ
る
効
率
・
効
果
的
な

財
政
運
営
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
問
／
総
務
課
財
政
係

　
　
　

☎
72
－
5
8
8
0

町民１人あたりの実質的な負債額

25万6,692円
  （前年度比１万1,945円減）

経常経費の
割合が高まると、
柔軟な財政運営が
しにくくなるよ。

財政の現状
～ 町民主役の財政へ ～

　「町民主役のまちづくり」
のためには、基盤となる町の
財政が健全でなければなりま
せん。ここでは、町が今後国
や金融機関に払っていくお金
がどれくらいあるのかをお伝
えします。

財政の現状
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町　債 町が公園や道路、学校の建設などのお金がたくさん必要な時に資金調達するため、国や金融
機関などから借り入れるお金（借金）のこと。

一時借入金 予定した補助金や交付税等の歳入が間に合わないため一時的に資金を賄い、赤字を解消する
「つなぎ資金」のこと。

債務負担行為
借金返済とは違う「将来にわたる債務」のこと。当該年度の予算と併せ翌年度以降の支出を約
束して、限度額を定めている。毎年「予算の中の各種負担金委託料など」として、議会の承認
に基づき支出されている。

会 計 区 分
平成28年度末 平成29年度以降の元利償還金 元利償還金の財源内訳

町債現在高 利 子 分 償還金の総額 国が負担する額 貸付金返還金 水道・下水道料金 町民の実質負担額

一 般 会 計 81億1,176万 3億6,613万 84億7,789万 64億8,755万 1億3,154万 18億5,880万

公共下水道事業特会 50億4,965万 8億3,241万 58億8,206万 26億3,457万 19億             13億4,749万

地域集落排水事業特会 5億4,416万 8,770万 6億3,186万 2億9,598万 3,400万 3億  188万

簡 易 水 道 特 会 4億1,547万 ※29年度より水道事業会計に統合

水 道 事 業 会 計 11億8,762万 2億6,499万 18億6,808万 2億　682万 15億　900万 1億5,226万

合　　計 153億　866万 15億5,123万 168億5,989万 96億2,492万 1億3,154万 34億4,300万 36億6,043万

会 計 区 分 借入限度額 借　入　額 基金繰替運用額 支払利息 (円) 借　入　期　間

一 般 会 計

5億 借入なし

財政調整基金の繰替運用 4億 0 平成29年3月15日～平成29年5月30日

減債基金の繰替運用 2億5,000万 0 平成29年3月15日～平成29年5月30日

国民健康保険特会 1億 借入なし

後期高齢者医療特会 設定なし

簡 易 水 道 特 会 5,000万

借入なし

公共下水道事業特会 3億

地域集落排水事業特会 1,000万

介 護 保 険 特 会 1億

水 道 事 業 会 計 1億

合　　計 11億6,000万 0  6億5,000万 0 

事　　業　　名 債務負担行為
限度額

債務負担の                      
最終年度

支出予定額の財源内訳

支出予定額 国・県支出金 町民負担額

一般会計

住宅リフォーム資金利子補給金　 1,889万 平成36年度 224万 224万

農林水産関係利子補給金　 3,201万 平成44年度 836万 609万 227万

子育て世帯移住奨励金 3,295万 平成32年度 1,497万 1,497万

その他（町有施設管理業務委託料等） 3億2,216万 平成32年度 2億6,102万 2億6,102万

　　　　　　合　　　　計 4億  601万 2億8,659万 609万 2億8,050万

町債現在高および返済額の財源内訳（各会計別）

一時借入金状況

債務負担行為状況　〔平成29年度以降の支払確定分〕

参考資料　平成29年3月末の住民基本台帳人口　14,260人
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鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
　
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

　
　
ふ
る
さ
と
想
ひ
び
と

「
日
本
海
と
大
地
が
つ
く
る 

水
と
命
の
循
環
」

現
在
の
お
仕
事
に
つ
い
て

発
電
所
の
新
規
制
基
準
に
基
づ
く
火

災
防
護
設
備
の
設
計
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。弊

社
は
消
火
設
備
の
設
計
、
工
事
、

保
守
業
務
を
メ
イ
ン
と
す
る
一
方
、「
早

期
発
見
・
初
期
消
火
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

製
品
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
火
災
防
護
設
備
の
設
計
は
、
自

社
で
試
験
を
重
ね
て
ベ
ー
ス
を
作
り
上

げ
、
検
討
と
現
場
調
査
を
繰
り
返
し
製

品
化
に
漕
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
開
発
か
ら

携
わ
っ
た
製
品
が
施
工
さ
れ
て
い
く
様

子
を
見
る
た
び
に
感
激
し
、
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
。

設
計
や
工
事
は
男
社
会
と
い
う
印
象

が
強
い
で
す
が
、
最
近
は
現
場
で
女
性

を
見
か
け
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

性
別
や
年
齢
に
関
係
な
く
機
会
を
与
え

　

庄
内
平
野
の
北
部
を
流
れ
る
月
光
川

と
日
向
川
は
、
と
も
に
鳥
海
山
を
源
と

す
る
良
質
で
豊
富
な
湧
水
に
恵

ま
れ
た
川
で
す
。
か
つ
て
は
、

イ
ト
ヨ
（
3
月
頃
）、
シ
ラ
ウ

オ
（
５
月
頃
）、ゴ
リ
（
6
月
頃
）、

ス
ズ
キ
（
６
月
か
ら
９
月
頃
）

な
ど
の
魚
が
産
卵
の
た
め
に
こ

の
川
を
の
ぼ
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
川
を
遡
上
す
る
魚
の
な

か
で
「
王
者
」
と
い
え
る
の
が

サ
ケ
で
す
。

　

毎
年
10
月
か
ら
２
月
に
か
け

て
、月
光
川
水
系
の
牛
渡
川
（
遊
佐
町
）

で
は
た
く
さ
ん
の
サ
ケ
（
シ
ロ
ザ
ケ
）

が
遡
上
し
ま
す
。
牛
渡
川
は
鳥
海
山
か

ら
噴
出
し
た
溶
岩
の
末
端
崖
に
そ
っ
て

流
れ
る
全
長
約
３
㎞
の
小
さ
な
河
川
で

す
が
、
水
源
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
湧
き
水

で
す
。
水
温
は
年
間
を
通
じ
て
10
℃
前

後
、
平
時
の
流
量
は
毎
分
24
ト
ン
と
も

い
わ
れ
、
多
少
の
雨
水
が
混
入
し
て
も

濁
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

明
治
時
代
よ
り
こ
の
豊
か
な
湧
き
水

を
利
用
し
た
人
工
ふ
化
事
業
が
始
ま
り

ま
し
た
。
現
在
で
は
毎
年
数
万
尾
の
サ

ケ
が
遡
上
し
、
シ
ー
ズ
ン
中
は
サ
ケ
漁

の
見
学
も
可
能
で
す
。
近
く
の
小
山
崎

遺
跡
（
縄
文
前
期
〜
晩
期
）
か
ら
は
、

サ
ケ
叩
き
棒
と
思
わ
れ
る
木
製
品
も
出

土
し
て
い
ま
す
。
牛
渡
川
で
は
数
千
年

も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
人
と
生
き
物
の

交
渉
が
続
い
て
い
る
の
で
す
ね
。 

て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
仲
間
が
い
た
か
ら
こ
そ
や
り
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

仕
事
の
力
量
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
上

に
人
間
関
係
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

遊
佐
町
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

遊
佐
町
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
年
齢
や

性
別
、
職
業
や
出
身
地
に
関
係
な
く
誰

と
で
も
仲
良
く
で
き
る
人
ば
か
り
と
い

う
と
こ
ろ
。
遊
佐
出
身
の
方
と
交
流
が

で
き
る
と
知
り
、
遊
人
会
の
活
動
に
参

加
し
て
３
年
が
経
ち
ま
す
。
遊
人
会
の

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
友
人
や
同
僚
に
遊

佐
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
今
で
は
他
県
出

身
の
方
に
も
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
に
し

て
く
れ
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

今
後
も
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

遊
佐
町
を
広
め
る
お
手
伝
い
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

第18回

現
場
作
業
で
も

女
子
力
忘
れ
ず
に

鳥海山・飛島ジオパーク
推進協議会主任研究員

設備設計

昭和63年3月生
（十日町）

本
ほ ん ま

間　雪
ゆ き え

絵さん

岸本　誠司 氏

《
第
34
回
》

湧
水
の
川
に
回
帰
す
る
サ
ケ

開発の拠点である実験所

牛渡川を遡上するサケ
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施設区分 保育園（町立） 認定こども園（私立）

施設(定員)
遊佐保育園（８０人）
藤崎保育園（７０人）
吹浦保育園（８０人）

・ 認定こども園杉の子幼稚園（1３0人※）
　※幼稚園部分（４０人）
　　　　 保育園部分（３歳以上６０人　 ３歳未満３０人）

対　　 象 保育を必要とする０歳～小学校就学前の子ど
も

（保育園部分）保育を必要とする０歳～小学校就学前
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の子ども
（幼稚園部分）満３歳～小学校就学前の子ども

特　徴　等
・１日あたり最長１２時間の保育を実施します。
・一時保育、 土曜保育等ご家庭の事情に合
　　 わせた保育を実施しています。

・３歳以上の子どもは、 保護者の就労状況にかかわ
　　 らず、 一緒に教育 ・保育を受けることができます。
・幼児期の情操教育のために 「体操教室」「英語教
　　 室」 等の事業を実施しています。

利 用 時 間

午前７時～午後７時
※世帯状況によって利用できる時間が変更に
　　　 なることがあります。
※午後６時～７時の利用は延長保育料が生じ
　　　 ます。

（幼稚園部分）午前８時３０分～午後３時
午後３時以降は、 預かり保育を実施します。
（保育園部分）午前７時～午後７時
※世帯状況によって利用できる時間が異なる場合があ
　　　 ります。
※午後６時～７時の利用は延長保育料が生じます。

費　　 用 町が定める月額保育料（延長保育料を除く）
その他保育に必要な実費を徴収します。

町が定める月額保育料（預かり保育料を除く）
その他教育 ・保育に必要な実費を徴収します。

入園申込期間 １０月２日㈪～１０月２３日㈪ （幼稚園部分）１０月２日㈪～随時
（保育園部分）１０月２日㈪～１０月２３日 （月）

申 込 先 各保育園
健康福祉課子育て支援係

（幼稚園部分）　認定こども園杉の子幼稚園
（保育園部分）　認定こども園杉の子幼稚園
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 健康福祉課子育て支援係

申込書類※ 認定申請書（兼利用希望申込書）
保育の必要性を証する書類

杉の子幼稚園所定の申込書類
認定申請書（兼利用希望申込書）
保育園部分利用の場合は、 保育の必要性を証する書
類。

※申込書類の様式は、各施設または子育て支援係に設置しています。また、認定申請書（兼利用希望 
　申込書）等は町のHPからもダウンロードできます。
詳しくは、各施設または健康福祉課子育て支援係までお問い合わせください。
　遊佐保育園　　遊佐字五所ノ馬場４－１　　　　 　☎72－2248
　藤崎保育園　　増穂字西田96　　　　　　　　　　☎76－2008
　吹浦保育園　　吹浦字苗代34　　　　　　　　　　☎77－2031
　認定こども園杉の子幼稚園　　遊佐字高砂83　　　☎72－2345
　健康福祉課　子育て支援係　　　　　　　　　　　 ☎72－5897

〇保育園は、就労などのため家庭で保育のできない保護者に代わって保育する施設です。
〇認定こども園は、幼稚園と保育園の機能を合わせ持ち、教育と保育を一体的に行う施設です。
〇入園申し込みと同時に教育・保育の必要性について町の認定を受ける必要があります。
〇今回の募集は、新規入園児童を対象とするものです。在園児童のお手続きは別途お知らせします。

町立保育園・認定こども園　杉の子幼稚園の
入園児を募集します。

平成30年度
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８
月
３１
日
㈭
、
あ
ぽ
ん
西
浜
の
入
浴
者

数
が
５
０
０
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。
こ

の
日
、
あ
ぽ
ん
西
浜
で
は
５
０
０
万
人
目

の
入
浴
者
来
場
に
合
わ
せ
て
記
念
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
。
５
０
０
万
人
目
の
方
と
、

そ
の
前
後
に
来
場
さ
れ
た
方
に
は
記
念
品

の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ

以
降
に
訪
れ
た
方
に
も
協
賛
品
が
記
念
品

と
し
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。
記
念
す
べ
き
５

  

あ
ぽ
ん
西
浜
入
浴
者
数
５
０
０
万
人
達
成

 地域防災力を高めるために
防災・減災に女性の力を活かす

笑顔で長生き！各地で敬老会

０
０
万
人
目
の
方
は
、
酒
田
市
か
ら
お
越

し
の
成
澤
健
一
さ
ん
。
前
後
賞
の
方
は
菊

地
タ
ケ
子
さ
ん
（
山
形
市
）
と
土
門
良
吉

さ
ん
（
酒
田
市
）
で
し
た
。
す
べ
て
町
外

か
ら
訪
れ
ら
れ
た
方
で
、
あ
ぽ
ん
西
浜
が

幅
広
い
地
域
の
方
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

あ
ぽ
ん
西
浜
は
、
当
時
の
国
民
宿
舎
と

り
み
荘
の
隣
に
昭
和
63
年
４
月
28
日
に
オ

ー
プ
ン
。
県
内
に
続
々
と
誕
生
し
た
自
治

体
主
導
の
日
帰
り
温
泉
の
先
駆
け
と
な
り

ま
し
た
。
保
温
効
果
抜
群
の
泉
質
と
2
種

類
の
源
泉
が
楽
し
め
る
の
も
魅
力
で
す
。

営
業
時
間
は
オ
ー
プ
ン
時
か
ら
変
わ
ら
ず

午
前
6
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
。
町
民
に

親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
も
企
画

し
て
い
ま
す
。
あ
ぽ
ん
西
浜
を
運
営
し
て

い
る
遊
佐
町
総
合
交
流
促
進
施
設
株
式
会

社
で
は
、「
笑
顔
と
真
心
を
モ
ッ
ト
ー

に
」
を
合
言
葉
に
、
地
域
の
方
か
ら
愛
さ

れ
る
、
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
な
施
設
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
日
ご
ろ

の
疲
れ
を
あ
ぽ
ん
西
浜
で
癒
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

普段から被災時を想定しておくことが大切です。

   健康に、乾杯！

　８月21日㈪、生涯学習センターで男
みん な

女のセミ
ナーが行われました。セミナーでは、災害時に
おける女性のニーズや、避難生活における女性
リーダーの必要性などについて講演されました。
また、災害時の「食事の分配」や「避難所の間
仕切り」等についてのワークショップも行われ、
平時からさまざまな問題を想定しておくことの
大切さを学びました。

　長寿を祝い、今年も各地で敬老会が催されま
した。敬老者の皆さん、おめでとうございます。 まち

の
話題

記念の500万人目は成澤健一さん（中央）。おめでとうございます。

町の敬老者（平29.９.１現在）
男　性 女　性 計

70歳以上 1,666人 2,662人 4,328人
古希（70歳） 130人 142人 272人
喜寿（77歳） 84人 95人 179人
米寿（88歳） 42人 110人 152人
白寿（99歳） 3人 7人 10人
100歳以上 1人 21人 22人
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藤
崎
小
学
校
が
、
平
成
29
年
度
森
林
病

虫
獣
防
除
活
動
優
良
事
例
コ
ン
ク
ー
ル
に

て
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
藤

崎
小
学
校
で
は
統
合
す
る
以
前
よ
り
松
の

植
樹
や
枝
打
ち
な
ど
の
活
動
や
、
松
林
に

関
す
る
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
町
の
四
大
祭
で
も
あ
る
佐
藤
藤
蔵
祭

で
は
、
当
時
の
様
子
を
再
現
し
た
児
童
に

よ
る
演
劇
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
が
、
森
林
の
大
切
さ
を
啓
発
し
、

地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ
て
活
発
に
活
動

し
て
い
る
も
の
と
し
て

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
２０
日
㈰
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ル
で
第
25
回
遊
佐
町
音
楽
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
昨
年
よ
り
2
団
体
増

え
、
14
の
団
体
・
個
人
の
音
楽
愛
好
家
が

参
加
。
今
年
は
遊
佐
町
と
友
好
都
市
で
あ

る
東
京
都
豊
島
区
よ
り
チ
ー
ム
と
し
ま
の

森
が
特
別
出
演
さ
れ
ま
し
た
。
山
形
ふ
る

さ
と
C
M
大
賞
を
受
賞
し
た
記
念
に
、
遊

佐
町
子
ど
も
合
唱
団
「
ス
マ
イ
ル
キ
ッ

ズ
」
が
「
で
こ
こ
こ
遊
佐
町
」
を
歌
う
な

ど
、
各
団
体
が
さ
ま
ざ
ま
な
演
奏
を
披
露
。

最
後
は
「
明
日
が
あ
る
さ
～
遊
佐
v
e
r

～
」
を
み
ん
な
で
合
唱
し
、
音
楽
を
通
じ

て
交
流
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

藤
崎
小
学
校
林
野
庁
長
官
賞
受
賞

音
楽
で
広
げ
る
交
流
の
輪
…
第
25
回
遊
佐
町
音
楽
祭

フォト
  トピックス

Photo
Topics

祖先の魂を送る

こうたく先生の読み聞かせ

稲川地区の音楽の祭典

　８月23日㈬、吹浦地区で精霊流しが行われま
した。参加者は各家で塔婆を供養してから海禅
寺に集まり、西浜橋まで移動。各々の家の灯篭
を月光川に浮かべ、精霊船を送りました。

　９月17日㈰、町立図書館で絵本作家よしなが
こうたく先生の読み聞かせ&ライブペイントが開
催されました。子どもたちを相手に絵本「給食番
長」「どんまい！こめごろう」をおもしろおかし
く熱演。ライブペイントでは、子どもたちと一緒
に「勝手に御当地キャラ」を作り上げました。

　８月19日㈯、稲川まちづくりセンターで「い
ながわ歌謡ショー」が開催されました。地域で活
動する音楽家たちが集い、日ごろの練習の成果を
披露。音楽を通して、地域の絆を深めました。

 小学校統合以前からの取り組みが評価されました。

最後はみんなで「明日があるさ～遊佐ver～」を合唱。
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まちかど

読者の広場

Town Voice

マ
ル
チ
ド
ー
ム
ふ
れ
ん
ど
り
ぃの

害
虫
対
策
に
つい
て
…
匿
名
希
望

　
遊
楽
里
の
隣
に
あ
る
マ
ル
チ
ド
ー
ム

ふ
れ
ん
ど
り
ぃ
に
つ
い
て
、
夜
の
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
活
動
で
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
夏
場
に
な
る
と
、
空

調
設
備
が
無
い
た
め
戸
を
開
け
て
利
用

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
外
か
ら

た
く
さ
ん
の
虫
が
侵
入
し
て
き
ま
す
。

で
き
れ
ば
網
戸
を
付
け
る
な
ど
、
虫
の

対
策
を
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た

い
で
す
。

答
／
い
つ
も
ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
内
で
は
サ
ン
・

ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
遊
佐
の
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
が
ナ
イ
タ
ー
利
用
で
き
る
こ
と
も
あ

り
、
当
初
は
夏
場
夜
間
の
テ
ニ
ス
利
用

は
少
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
は
町
内
の
テ
ニ
ス
ス
ポ
少
を
は

じ
め
、
町
内
外
の
団
体
が
夏
場
も
テ
ニ

おたより大募集！
日頃感じていることや心温まるエピソード、広報の感想など、
あなたの声をお寄せください！ご投稿は投書ハガキでどうぞ。
●問／企画課企画係　☎72-4523

まち協インフォメーション

※
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目
的
と
し
て
、

宝
く
じ
の
収
入
を
財
源
と
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

鳥
海
山
ま
で
か
っ
飛
ば
せ
！

…
第
３
回
鳥
海
山
カ
ッ
プ
争
奪
中
学
校
軟
式
野
球
大
会

　

８
月
19
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
、
第

３
回
鳥
海
山
カ
ッ
プ
争
奪
中
学
校
軟
式

野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
大

会
は
秋
田
県
に
か
ほ
市
か
ら
象
潟
中
学

校
、
湯
沢
市
か
ら
稲
川
中
学
校
の
参
加

も
あ
り
、
県
境
を
越
え
た
ま
さ
に
環
鳥

海
山
地
域
の
学
校
で
競
う
大
会
。
合
同

チ
ー
ム
も
含
め
計
12
の
チ
ー
ム
で
、
予

選
・
決
勝
リ
ー
グ
を
戦
い
ま
し
た
。
ま

た
、
今
大
会
で
は
開
会
式
後
に
、
こ
の

域
で
は
初
と
な
る
中
学
生
に
よ
る
「
ホ

ー
ム
ラ
ン
競
争
」
も
開
催
。
各
校
選
り

す
ぐ
り
の
ス
ラ
ッ
ガ
ー
や
特
別
参
加
の

高
校
生
Ｏ
Ｂ
が
バ
ッ
ト
を
振
る
い
、
大

い
に
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ス
等
で
夜
間
利
用
を
し
て
お
り
、
網
戸

設
置
に
よ
っ
て
よ
り
快
適
な
利
用
が
で

き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
侵
入

し
た
虫
の
除
去
な
ど
の
清
掃
作
業
も
軽

減
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
設

置
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

●
問
／
企
画
課
観
光
物
産
係

　
　
　

☎
72
－
5
8
8
6

宝
く
じ
助
成
に
よ
り
遊
具
整
備

…
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　

助
成
事
業
に
よ
り
服
部
集
落
広
場
の
遊
具
が

　

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

服
部
集
落
で
は
子
ど
も
た
ち
の
遊
び

場
確
保
・
子
育
て
し
や
す
い
環
境
整
備

の
一
環
と
し
て
ブ
ラ
ン
コ
・
シ
ー
ソ
ー
・

滑
り
台
を
整
備
し
ま
し
た
。
遊
具
を
整

備
し
た
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で

な
く
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
方
々
の

交
流
・
憩
い
の
場
と
し
て
集
落
活
動
が

活
発
化
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。助成により整備された服部集落広場の遊具

ホット
ライン

正々堂々、力の限り戦います。

まるっと遊佐まつり 11/4㈯・5㈰ 開催!!

遊佐まちづくりセンター 大ホール（遊佐町生涯学習センター）

遊佐仮装大会

今年の「まるっと遊佐まつり」2日目のステージは、仮
装大会です。コスプレ・パフォーマンス・着ぐるみ・変身!!
みんなで盛り上がりましょう!!

●問・申／遊佐地域づくり協議会
　☎72-2120・FAX72-2515
　E-mail：yuza@yuzamachi.org

申込み締切りは10月16日㈪まで
お名前・電話番号・年齢・グループの
場合はグループ名をお知らせください。

11/5㈰

１人でも
グループ・家族でもＯK！

年齢制
限

なし！

やるよ!
参加者募集！

大賞には
豪華賞品!!

2017. 10. 1 広報ゆざ ● 14



集落支援員だより

Yuza Town Hotline

外
部
評
価
報
告
書
が

�

ま
と
ま
り
ま
し
た

　
「
外
部
評
価
」
と
は
、
町
民
に
よ
る
外

部
評
価
を
行
い
、
町
の
事
業
を
評
価
す

る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
公
募
４
名
と
、
町
内
の
各

団
体
よ
り
推
薦
さ
れ
た
９
名
の
計
13
名

の
委
員
が
、
事
業
内
容
に
よ
っ
て
３
班

に
分
か
れ
、
町
の
19
の
係
に
お
け
る
５４

の
事
業
に
つ
い
て
７
月
か
ら
評
価
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
こ
の
報
告
書
を
受
け
、
よ
り

い
っ
そ
う
町
民
の
目
線
に
立
っ
た
町
民

主
役
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
報
告
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
！
】

　

報
告
書
に
は
外
部
評
価
委
員
の
各
事

業
に
対
す
る
具
体
的
な
提
言
、
そ
れ
を

　８月は「お試し住宅」（広野・布倉）で田舎暮らしの体験をする方の案内
が多くありました。体験された方々は、遊佐町はいい所だ！と言ってくだ
さり、そんな声を聞くととても嬉しくなります。移住や空き家内覧希望の
メールや電話・訪問も数多くありました。HPの物件を見たい方には、空き
家の管理者と日程調整をしてご案内します。実際見ていただくことが大切
です。ライフライン、天井、床などしっかり確認してもらいます。
　このような過程で移住、定住につながっていきます。所有者と住む人の
気持ちを大切にしていく仕事だなと感じながら、忙しい夏を何とか乗り切
りました。

■ 一言／
　日本海病院で病院食の調理師をしていま
す。両親が調理に携わる仕事をしていたこと
がきっかけで、調理師をめざしました。調理
は10人ほどで毎食400～450食を時間通りに
作らなければならないため、うまく連携して
いくことが大切です。大変なことも多いです
が、病棟訪問の際に「今日のごはん美味しか
ったよ」と言っていただけるのが、とても嬉
しく感じます。
　趣味はTVで海外のスポーツ全般を見るこ
と。2006年の日本が優勝した時のWBCがき
っかけで、海外のスポーツに熱中しはじめま
した。イチローの長年パフォーマンスを維持
し続けるところは、自分も見習いたいですね。
■ 町への要望／
　都会から地元に戻ってくると、静かさに驚
かされます。自分の故郷は落ち着き、いい所
だなあと実感しています。たまにドライブを
すると、丸池様や二ノ滝など、誇れるものが
いっぱいあるということに気がつきます。ジ
オパークにも認定されたこの町の魅力を、も
っとPRし盛り上げていって欲しいです。

食事こそ最高の治療、患者様の笑顔が見たい。

佐藤 憲太郎さん（八日町）
Kentaro Sato

昭和62年生まれ

案内の前に場所などをチェック！

夏は移住相談がたくさん！
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集落支援員　渋谷一行、佐藤正子　☎72-3981　FAX28-8455（集落支援員事務所：Ａコープゆざ店２階）

  町民の目線で町の事業を評価します。

　10月末から11月初めにかけて、各地区で文化祭が
行われます。皆さんぜひご参加ください。
地区 文化祭名 日付
蕨 岡 第46回蕨岡大文化祭 11月３日㈮・㈷、４日㈯
遊 佐 まるっと遊佐まつり 11月４日㈯、５日㈰
稲 川 フェスタinいながわ2017 10月21日㈯、22日㈰
西遊佐 西遊佐ふれあい祭り 11月４日㈯、５日㈰
高 瀬 第７回高瀬秋まつり 11月３日㈮・㈷、４日㈯
吹 浦 わくわくフェスタ 11月４日㈯、５日㈰
●問／各地区のまちづくりセンターへお問い合わせください。

町内各地区の秋まつり・文化祭のご案内

15 ● 2017. 10. 1 広報ゆざ
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